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その他
2億9,861万円

6.3%町債
3億5,022万円

7.4%
県支出金

3億5,007万円
7.4%

国庫支出金
4億1,488万円

8.8%

地方交付税
11億3,763万円

24.0% その他
3億6,893万円

7.8%

町税
18億1,064万円

38.3%

総務費
10億0,383万円

21.9%

2.4%

5.1%

2.3%
2.5%

民生費
13億1,193万円

28.6%
衛生費

4億0,175万円
8.8%

人件費
12億1,535万円

26.5%

物件費
8億0,089万円

17.4%

扶助費
4億8,233万円

10.5%

補助費など
7億9,958万円

17.4%

操出金
5億1,313万円

11.2%

積立金
3,773万円 0.8%

貸付金
24万円 0.0%

災害復旧費
1,439万円 0.3%

普通建設事業費
3億

2,462万円
7.1%

公債費
3億

6,071万円
7.9%

維持補修費
4,160万円 0.9%

土木費
5億2,949万円

11.5%

消防費
2億3,557万円

教育費
3億9,726万円

8.7%

公債費
3億

6,071万円
7.9%

農林水産業費 1億1,663万円
商工費 1億0,662万円

議会費 1億1,113万円諸支出金 126万円 0%

災害復旧費 1,439万円 0.3%

　歳入決算額は前年度に対し、1.5％（6,810万円）増の47億3,098万円、歳出決算額は１％（4,633万円）減の45億
9,057万円となり、翌年に繰り越すべき財源を含め、歳入歳出差引１億4,041万円の余剰金が生じました。

地方贈与税 3,327万円
利子割交付金 230万円
配当割交付金 885万円
株式譲渡所得割交付金 947万円
地方消費税交付金 2億1,206万円
ゴルフ場利用税交付金 1,336万円
自動車取得税交付金 1,231万円
地方特例交付金 488万円
交通安全対策特別交付金 211万円

分担金及び負担金 3,741万円
使用料及び手数料 1億3,472万円
財産収入 285万円
寄附金 298万円
繰入金 6,737万円
繰越金 2,598万円
諸収入 9,762万円

総額
４７億３，０９８万円

一般会計歳出

総額
４５億９，０５７万円

一般会計歳入

歳出を性質別経費でみると

歳入歳出決算状況（一般会計）

自主財源
21億7,957万円

46.1%
依存財源

25億5,141万円
53.9%

区　　分
入ったお金（歳入） 支払ったお金（歳出）

２７年度 ２６年度 増減額 ２７年度 ２６年度 増減額

一　般　会　計 47億3,098 46億6,288 6,810増 45億9,057 46億3,690 4,633減

特　
別　
会　
計

国民健康保険事業 17億3,878 14億4,054 2億9,824増 17億3,611 14億7,784 2億5,827増

後 期 高 齢 者 医 療 1億6,895 1億6,936 41減 1億6,722 1億6,747 25減

災害給付見舞事業 864 864 0 44 0 44増

下 水 道 事 業 5億1,281 5億4,575 3,294減 5億0,815 5億4,150 3,335減

町設置型浄化槽事業 4,820 5,041 221減 1,087 976 111増

山 北 財 産 区 1,022 1,125 103減 115 207 92減

共 和 財 産 区 9,120 9,669 549減 7,343 8,186 843減

三 保 財 産 区 1,358 1,033 325増 95 121 26減

介 護 保 険 事 業 11億6,037 11億2,197 3,840増 11億4,409 11億0,339 4,070増

商 品 券 1,135 1,195 60減 934 1,015 81減

特別会計　小計 37億6,410 34億6,689 2億9,721増 36億5,175 33億9,525 2億5,650増

水 道 事 業 会 計 2億7,085 2億6,315 770増 2億5,524 2億5,207 317増

総　　　　　額 87億6,593 83億9,292 3億7,301増 84億9,756 82億8,422 2億1,334増

平成 27年度の歳入・歳出決算が、9月 14日の町議会定例会で認定されました。歳出決算額は、一般会計・
10 特別会計・水道事業会計を合わせて 84 億 9,756 万円となり、前年度に比べ 2 億 1,334 万円の増（対前
年度 2.6％増）となりました。

第５次総合計画に関連する事業に重点的に取り組み、町の将来像である「みんなで
つくる魅力あふれる元気なまち やまきた」の実現に取り組みました。

ー 総額 84 億 9,756 万円 ー

平成27年度

決 算 の概 要

平成27年度決算額と前年度との比較 （単位：万円）
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その他
2億9,861万円

6.3%町債
3億5,022万円

7.4%
県支出金

3億5,007万円
7.4%

国庫支出金
4億1,488万円

8.8%

地方交付税
11億3,763万円

24.0% その他
3億6,893万円

7.8%

町税
18億1,064万円

38.3%

総務費
10億0,383万円

21.9%

2.4%

5.1%

2.3%
2.5%

民生費
13億1,193万円

28.6%
衛生費

4億0,175万円
8.8%

人件費
12億1,535万円

26.5%

物件費
8億0,089万円

17.4%

扶助費
4億8,233万円

10.5%

補助費など
7億9,958万円

17.4%

操出金
5億1,313万円

11.2%

積立金
3,773万円 0.8%

貸付金
24万円 0.0%

災害復旧費
1,439万円 0.3%

普通建設事業費
3億

2,462万円
7.1%

公債費
3億

6,071万円
7.9%

維持補修費
4,160万円 0.9%

土木費
5億2,949万円

11.5%

消防費
2億3,557万円

教育費
3億9,726万円

8.7%

公債費
3億

6,071万円
7.9%

農林水産業費 1億1,663万円
商工費 1億0,662万円

議会費 1億1,113万円諸支出金 126万円 0%

災害復旧費 1,439万円 0.3%

　歳入決算額は前年度に対し、1.5％（6,810万円）増の47億3,098万円、歳出決算額は１％（4,633万円）減の45億
9,057万円となり、翌年に繰り越すべき財源を含め、歳入歳出差引１億4,041万円の余剰金が生じました。

地方贈与税 3,327万円
利子割交付金 230万円
配当割交付金 885万円
株式譲渡所得割交付金 947万円
地方消費税交付金 2億1,206万円
ゴルフ場利用税交付金 1,336万円
自動車取得税交付金 1,231万円
地方特例交付金 488万円
交通安全対策特別交付金 211万円

分担金及び負担金 3,741万円
使用料及び手数料 1億3,472万円
財産収入 285万円
寄附金 298万円
繰入金 6,737万円
繰越金 2,598万円
諸収入 9,762万円

総額
４７億３，０９８万円

一般会計歳出

総額
４５億９，０５７万円

一般会計歳入

歳出を性質別経費でみると

歳入歳出決算状況（一般会計）

自主財源
21億7,957万円

46.1%
依存財源

25億5,141万円
53.9%

特
　
集
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目的別の主な使い道（一般会計）
　　議会費 　　商工費

　　土木費

　　消防費

　　教育費

　　災害復旧費

　　公債費

　　諸支出費

議会運営事業
議会だより・議事録発行事業

102万円
　184万円

観光振興事業　　　  2,079万円
　・洒水の滝周辺調査など
山北ブランド推進事業　20万円

観光マスタープラン改定事業　　35万円

道路新設改良事業
　・町道改良工事（谷峨跨線橋補強など）
都市公園整備事業

1億0,934万円

1,896万円

広域消防運営事業
自主防災対策事業
　・自主防災組織防災用資機材購入費助成など
地域防災計画策定事業

1億8,567万円
258万円

448万円

学校統合推進事業
　・スクールバス運行委託など
小中学校施設維持管理運営事業
　・山北中エアコン設置工事など
小中学校教育振興事業
　・川村小パソコン更新など
チャレンジデー開催事業

2,773万円

4,086万円

988万円

15万円

公共土木施設災害復旧事業 706万円

元金
利子

3億1,605万円
4,466万円

126万円

介護ボランティアポイント制度事業
子育て支援事業

放課後児童クラブ運営事業

3万円
1,427万円

911万円

農道、用水維持管理事業
　・川西平山用水改修工事など

（仮称）なえぎの学校整備事業

545万円

928万円

森林ふれあい健康セラピー運営事業
　・森林セラピー体験ツアーなど

塵芥処理事業
　・可燃物収集など

54万円

1億4,683万円

　　　　　　防犯関係事業
　　　　　　　・防犯灯LED化事業など
　　　　　　地域振興推進事業
　　　　　　　・町内循環バス運行事業など
　　　　　　山北駅北側小さな拠点づくり事業

Ｄ５２奇跡の復活事業

1,372万円

2,210万円

919万円

3,672万円

　　総務費

　　民生費

　　農林水産業費

　　衛生費

目的別歳出額を平成２8年４月１日現在の人口（１１，011人）で換算した金額

平成２7年度に町民１人
あたりに使われた町のお金 41万6,908円

総務費

消防費

民生費

教育費

衛生費

公債費

農林水産業費

災害復旧費

土木費

議会費･商工費・諸支出金

2万1,394円3万2,759円1,307円1万9,890円 3万6,078円

9万1,166円11万9,147円3万6,487円1万0,592円4万8,088円

一 般 会 計

平成27年度チャレンジデーの様子

森林セラピー体験ツアー

山北駅前コンビニ内にある交流スペース

LED化された
防犯灯

復活を遂げるＤ５２

河村城址歴史公園

子育て支援センター

広報やまきた　平成28年10月号　No.740 4広報やまきた　平成28年10月号　No.7405



地
方
債
に
つ
い
て
、
新
規
借
入
と
し
て
年
度

中
の
元
金
償
還
額
３
億
１
，
６
０
４
万
円
を

超
え
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
道
路
整
備
事
業
債
な
ど
３
，
６
５
０
万
円

及
び
臨
時
財
政
対
策
債
３
億
１
，
３
７
２
万
円

を
借
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
年
度
末
残
高
が

45
億
６
，
６
３
３
万
円
と
な
り
、
前
年
度
対
比

３
，
４
１
８
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
将
来
に
過
度
の
財
政
負
担
を
及
ぼ
す
こ
と
の

な
い
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

内
訳
と
し
て
は
、
地
方
交
付
税
で
賄
う
べ
き

も
の
を
、
特
例
的
に
地
方
債
で
補
て
ん
す
る
臨

時
財
政
対
策
債
や
、
所
得
税
減
税
に
よ
る
減
収

額
分
を
補
て
ん
す
る
減
税
補
て
ん
債
（
後
年
度

の
地
方
交
付
税
で
元
利
償
還
金
額
の
全
額
が
措

置
さ
れ
る
地
方
債
31
億
５
，
８
３
０
万
円
）
を

除
い
た
地
方
債
額
が
、
14
億
８
０
３
万
円
と
な

り
、
こ
れ
を
町
民
１
人
当
た
り
の
負
担
額
に
換

算
す
る
と
、
約
12
万
８
千
円
に
な
り
ま
す
。

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
基
準
と

な
る
経
常
収
支
比
率
は
、
人
件
費
・
扶
助
費
・

公
債
費
な
ど
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
、

経
常
的
に
歳
入
の
見
込
め
る
税
な
ど
が
ど
の

く
ら
い
の
割
合
で
充
当
さ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
数
値
で
、
75
％
か
ら
80
％
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
経
常
収
支
比

目的別歳出額を平成２8年４月１日現在の人口（１１，011人）で換算した金額

平成２7年度に町民１人
あたりに使われた町のお金 41万6,908円

総務費

消防費

民生費

教育費

衛生費

公債費

農林水産業費

災害復旧費

土木費

議会費･商工費・諸支出金

2万1,394円3万2,759円1,307円1万9,890円 3万6,078円

9万1,166円11万9,147円3万6,487円1万0,592円4万8,088円

一 般 会 計

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

主
な
財
政
分
析
指
標

率
は
、
前
年
度
よ
り
１
．
８
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

ま
し
た
が
、
歳
出
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
事
業
の

見
直
し
な
ど
に
よ
り
経
常
経
費
の
節
減
を
図

り
、
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
75
％
か
ら
80
％
に
近

づ
く
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、実
質
収
支
比
率
は
、前
年
度
よ
り
２
．

４
％
増
の
４
．
７
％
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

本
指
標
は
３
～
５
％
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

区　　分 平成27年度 平成26年度 比　較

標準財政規模　　　　　（千円） 3,383,945 3,263,052 120,893

実質収支比率 4.7% 2.3% 2.4%

経常収支比率 84.7% 86.5% △ 1.8%

◆主な財政分析指標（普通会計）

※普通会計 ･･･ 一般会計＋災害給付見舞事業特別会計＋町設置型浄化槽特別会計＋商品券特別会計
※標準財政規模・・・地方自治体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の規模を表すもの
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
算
出
し
た
、
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（単位：％）

備　考（１） 実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率また
は将来負担比率が算定されない場合は「―」。

　　　　（２）（ ）内は山北町における早期健全化基準。
　　　　（３）［ ］内は平成２６年度の数値です。

健
全
化
判
断
比
率

山
北
町
の

及
び
資
金
不
足
比
率

資
金
不
足
比
率

平成平成
27年度27年度

平成27年度決算に基づく山北町の健全化判断比率
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

―
[　―　]

（１５．００未満）

―
[　―　]

（２０．００未満）

６．７
[ ６．８]

（２５．０未満）

７６．７
[ ８３．４]

（３５０．０未満）

1

（単位：％）

備　考（１） 資金不足比率が算定されない場合は「―」。
　　　　（２）（ ）内は山北町における経営健全化基準。
　　　　（３）［ ］内は平成２６年度の数値です。

【問合せ】　財務課財政班　（電話）７５－３６５２

平成27年度決算に基づく山北町の公営企業の資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率 

山北町下水道事業特別会計
―

[　―　]
（２０未満）

山北町水道事業会計
―

[　―　]
（２０未満）

2

山北さんちの家計簿

～もしも山北町が年収400万円の家庭だったら～

収入　400万円 支出　388万円

歳入決算額47億3,098万円
を年収400万円にしてみます

歳出決算額45億9,057万円を年収
400万円の家計の支出に例えてみると、

388万円となります

給　料 337万6千円

内訳　基本給（町税） 153万2千円

　　　諸手当（地方交付税） 96万円

　　　パート収入（諸収入など） 23万6千円

　　　仕送り（国・県支出金） 64万8千円

ローン借入（町債） 29万6千円

貯金から引き出し（繰入金・繰越金） 7万6千円

その他 25万2千円

合計 400万円

食費（人件費） 102万8千円
子どもへの仕送り（繰出金） 43万5千円
地区会費やサークル活動費
（補助費など） 67万5千円

医療費（扶助費） 40万8千円
光熱費などの雑費（物件費） 67万5千円
家や庭の建築・改修
（普通建設事業費・災害復旧費） 28万7千円

ローンの返済（公債費） 30万7千円
車などの修理代（維持補修費） 3万4千円
貯金（積立金） 3万1千円
合計 388万円
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D5270の整備を担当していただいた
恒松氏にインタビューしました!! D52専用ページをオープン!!

実際に運行されま
す。間近で見るSL
は大迫力!!

どんな愛称になった
のか…遂に決定!!
当日会 場にキャラク
ターが登場するかも!?

【問合せ】企画政策課企画班
　　　　（電話）７５－３６５１

10月14日（金）、ついに復活を遂げるD5270。先月号で奇跡の復活祭についてお知らせしましたが、今回
はその続報をお伝えします。

今回、D5270を整備するにあたり、
機関車本体の保存状態が非常に良
く、整備過程における難問も比較的
容易にクリアすることができました。そ
の中で苦労したことは、空気を蒸気
室に送る最重要部品が欠品していた
ことです。幸い役場と協力をしてなん
とか製作することができ安心しました。

いままで各所で機関車の動態化に
携わらせていただきましたが、D52型
という国内最大の機関車を復元でき
たことは、感謝の念に堪えません。

Ｑ.D5270を整備されての感想を
お聞かせください。

町では、D52奇跡の復活にあたり、町HP
に専用ページをオープンしました。これまで
の整備の過程などを記録した写真や動画の公
開、また、今後のスケジュールなども随時更
新していく予定となっています。

日時：平成28年10月14日（金）午前10：00～
場所：山北鉄道公園（JR御殿場線山北駅南側）

当日会場にて関連グッズの
販売なども予定されていま
す。購入した方には先着で
良い事があるかも。
※イベント内容は予定であり、変更となる
場合があります。

今回の奇跡の復活に際し、とても熱い想いを持って整備していただいた
恒松氏。そんな恒松氏には当日トークショーに登場していただく予定です。

　　  Ｄ５２奇跡の復活祭続 報

トークショーのスペシャ
ルゲストが決定!!

元プロ野球選手で、現在は鉄道
写真家・鉄道模型モデラーとして
活躍されており、鉄道愛好家の
間でも大人気の屋鋪 要さんに

登場していただきます!!

　第一部

・寄付者への感謝状の授与

・D52概要説明

・マスコットキャラクター愛称発表

・D52初運行

　第二部

・トークショー

　町長／元プロ野球選手　屋鋪氏

　整備担当者　恒松氏／事業コーディネーター

10月15日（土）もD52運行などのイベントを開催予定です。
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一定額以上の公的年金を受給されている65歳以上の方で、町県民税の納税義務がある方については、年金から天引き（特
別徴収）により徴収を行っておりますが、平成28年10月以降、この特別徴収の制度について次の点が変更されます。

公的年金からの特別徴収制度の見直しについて

①特別徴収対象者が、特別徴収税
額通知後に税額の変更があった場
合や、賦課期日（1月1日）後に
他市町村へ転出した場合に、原則
として特別徴収が継続されます。

②仮徴収額※2の計算方法の変更
　公的年金からの特別徴収税額の平準化を図るため、仮徴収額（4･6･8月に天引きするそれぞれの額）を前年度

の公的年金などの所得に係る町県民税の2分の1に相当する額から計算します。

　□例えば……

※１ 普通徴収：窓口や口座振替により、ご自身で納税していただく方法です
※２ 仮徴収額：年税額が決定する前に、仮で税額を算出したものです
※３ 本徴収額：年税額が決定後、年税額から仮徴収額を差引し、残った差額です

【問合せ】町民税務課税務班　（電話）７５－３６４１

旧制度（平成28年９月まで）

年金特別徴収を停止して、普通
徴収※1へ切換えとなります。

改正後（平成28年10月以降）

原則、特別徴収が継続されます。

旧制度（平成28年９月まで）

仮徴収額（4･6･8月に天引きするそれぞれの額）の計算
○前年度の本徴収額（10･12･2月の合計）÷3

本徴収額※3（10・12・２月の各月）の計算
○（年税額-仮徴収額）÷３

旧
制
度（
平
成
28
年
９
月
ま
で
）

改
正
後（
平
成
28
年
10
月
以
降
）

　　　　　　　　　　⇨　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　＝　　　　　　となり

　　　　　　　　　　⇨　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　＝　　　　　　となり

　　　　　　　　　　⇨　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　＝　　　　　　となり

　　　　　　　　　　⇨　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　＝　　　　　　となり

　　　　　　　　　　⇨　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　＝　　　　　　となり

改正後（平成28年10月以降）

仮徴収額（４・６・８月に天引きするそれぞれの額）の計算
○（前年度の年税額×１／２）÷３

本徴収額（10・12・２月の各月）の計算
○（年税額-仮徴収額）÷３

仮徴収額
（４・６・８月）

仮徴収額
（４・６・８月）

仮徴収額
（４・６・８月）

仮徴収額
（４・６・８月）

仮徴収額
（４・６・８月）

年税額
60,000円

年税額
36,000円

年税額
36,000円

年税額
60,000円

年税額
60,000円

仮徴収額
30,000円

仮徴収額
30,000円

仮徴収額
30,000円

仮徴収額
18,000円

仮徴収額
30,000円

本徴収額
30,000円

本徴収額
6,000円

本徴収額
6,000円

本徴収額
42,000円

本徴収額
30,000円

年税額

年税額

年税額

年税額

年税額

１回10,000円
（計30,000円）

１回10,000円
（計30,000円）

１回10,000円
（計30,000円）

１回6,000円
（計18,000円）

１回10,000円
（計30,000円）

60,000円

36,000円
※５月頃に決定

36,000円
※５月頃に決定

60,000円
※５月頃に決定

60,000円
※５月頃に決定

仮徴収額（１回分）は前年度の本徴収額÷３なので…

仮徴収額（１回分）は（前年度年税額×1/2）÷３なので・・・

仮徴収額（１回分）は（前年度年税額×1/2）÷３なので・・・
平成30年度に特別徴収税額

が平準化されます。

10・12・2月
に10,000円
ずつ徴収

10・12・2月
に2,000円
ずつ徴収

10・12・2月
に2,000円
ずつ徴収

10・12・2月
に14,000円
ずつ徴収

10・12・2月
に10,000円
ずつ徴収

平成
27年度

平成
28年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

町県民税についてのお知らせ
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　　　Ｐｏｉｎｔ①

　　　Ｐｏｉｎｔ②

　　　Ｐｏｉｎｔ③

平成27年4月1日地方教育行政の組織及び運営に関す
る法律の一部を改正する法律（改正法）の施行に伴い、
教育委員会制度の抜本的な見直しがされました。

山北町においては、改正法施行の際、現に在職する
教育長の任期中に限り、旧法の規定が一部効力を有する
経過措置期間でありましたが、ここで「新」教育長が任
命されたことにより新制度への移行が完了します。

そこで、新たな教育委員会制度の概要を、３つのポイン
トに絞って紹介します。

これまで教育委員長と教育長は、町長が議会で同意を得て任命した教育委員の中から、教育委員会において
選任されていましたが、教育委員長と教育長を一本化した「新」教育長を、町長が議会の同意を得て任命し、
教育委員会の会務を総理・代表することとなりました。

すべての地方公共団体に「総合教育会議」を設置し、町長と教育委員が密接な関係を築き上げることにより、
教育行政に果たす町長の責任や役割が明確になりました。

また、教育に対する町の「大綱」を町長が策定し、教育政策に関する首長としての方向性を明らかにするこ
とにより、民意の反映と施策の推進が図れるようになりました。

教育長を、教育委員会で選任するのではなく町長が直接任命することにより、町長の任命責任が明確になり
ました。

【問合せ】学校教育課教育班　(電話) ７５－３６４８

9月の町議会定例
会において同意を
受け、石田浩二さん
が「新」教育長に
任命されました。

任期は、平成28
年10月1日から平成31年9月30日までの3年間
です。

教育委員会制度改革
～新たな教育委員会制度～ 「新」教育長を任命

「教育長に一本化」

「町長との連携強化」

「任命責任が明確化」

議会で同意

教育委員会で選任

議会で同意

町 長

町 長

教育長

教育委員長・教育長

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

委員

教育委員を任命

旧制度 新制度
教育長を任命

教育委員を任命
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８
月
25
日
、
南
足
柄
市
体
育
セ
ン
タ
ー

の
ア
リ
ー
ナ
で
、
第
38
回
自
転
車
の
安
全

な
乗
り
方
足
柄
上
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
足
柄
上
地
区

大
会
は
、
競
技
を
通
じ
、
児
童
に
自
転
車

に
よ
る
交
通
ル
ー
ル
の
正
確
な
理
解
を

普
及
徹
底
し
、
交
通
事
故
防
止
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
小
学

４・
５
年
生
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
競

技
は
１
チ
ー
ム
４
名
で
交
通
安
全
に
関
す

る
「
学
科
」「
安
全
基
本
走
行
」「
技
能
走

行
」
の
三
つ
の
合
計
点
で
勝
敗
を
決
し
、

優
勝
し
た
チ
ー
ム
は
翌
年
の
県
大
会
に
出

場
す
る
機
会
を
得
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
１

市
５
町
で
19
チ
ー
ム
総
勢
76
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

山
北
町
か
ら
は
、
川
村
・
三
保
小
学
校

児
童
の
「
チ
ー
ム
日
の
丸
」「
チ
ー
ム
必

勝
」「
チ
ー
ム
レ
イ
ン
ボ
ー
」「
チ
ー
ム
Ｗ

ｉ
ｎ
」
の
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
団
体
戦

は
各
チ
ー
ム
健
闘
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
個
人
戦
と
し
て
は
、
６
位
に
高
橋

彩
さ
ん
、
10
位
に
諸
星
成
人
さ
ん
が
入
賞

し
、
武
杏
佳
さ
ん
が
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

山
北
チ
ー
ム
は
「
優
勝
」
を
目
指
し
、

山
北
町
役
場
及
び
旧
共
和
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
共
和
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
、夏
休
み
の
貴
重
な
時
間
を
利
用
し
て
、

交
通
指
導
隊
や
警
察
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
十
一
日
間
真
剣
に
練
習
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
大
勢
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

い
る
中
で
、
緊
張
し
な
が
ら
も
精
一
杯
競

技
に
臨
み
ま
し
た
。
惜
し
く
も
優
勝
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
会
終
了
後
、
選

手
16
名
は
充
実
し
た
表
情
を
し
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。

町
で
は
、
町
内
介
護
施
設
（
バ
ー
デ
ン

ラ
イ
フ
中
川
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ま
き

た
・
あ
ず
み
苑
山
北
）
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

「
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
介
護
従
事
者

が
要
介
護
者
を
引
き
上
げ
る
際
な
ど
の
腰

へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
、
介
護
現

場
で
働
く
人
の
3
人
に
1
人
が
深
刻
な
腰

痛
に
悩
ん
で
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ

り
、
離
職
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
腰
痛

の
軽
減
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
購
入
費

用
は
全
額
国
の
補
助
金
が
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班

（
電
話
）
75
ー
３
６
４
２

  
第
38
回 

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　   

足
柄
上
地
区
大
会

▲ 競技風景 ▼

導入された介護ロボット
「マッスルスーツ」

▲ 表彰式の様子

【チーム必勝】
浅倉彩綺さん、松澤あすかさん、
和田波音さん、浅倉舞綺さん

【チーム日の丸】
加藤嶺央さん、井上陽愛さん、

武杏佳さん、窪倉和也さん

【チームWin】
碓井雅也さん、佐藤太星さん、
青木彩龍さん、塚原快音さん

【チームレインボー】
瀬戸樹さん、杉本啓悟さん、
諸星成人さん、高橋彩さん

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を

　
　
　
導
入
し
ま
し
た
！
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【結果】
○４月１７日（日）　
　フライングディスク（不入斗運動公園）
　荒天のため、中止

○５月２９日（日）
　陸上競技（神奈川県立体育センター陸上競技場）
　・清水　德雄　ソフトボール投げ３組　２４ｍ７９ｃｍ　１位
　・笹原　恒夫　ソフトボール投げ１組　３１ｍ３０ｃｍ　１位

スポーツを通じて、障害のある方の健康増進や社会参加を促すことを目的とした「第１０回神奈川県障害者スポーツ
大会」が、県内各地で行われました。

町内から参加された方の成績は次のとおりです。
○４月２４日（日）　
　ボウリング（とうきゅうボウル）
　・松永　和佳　青年男子の部　１４位
　・山崎　敬治　壮年男子の部　７位

○７月３日（日）
　水泳競技（さがみはらグリーンプール）
　・清水　德雄　５０ｍ自由形２組　４５秒４５　１位
　　　　　　　　２５ｍ平泳ぎ３組　３６秒４３　１位

山北中学校の
生徒も訓練に参加

減災は日ごろの備えから 町・向原地区合同防災訓練を実施しました

平成28年度　神奈川県障害者スポーツ大会の結果

簡易
搬送訓練

災害時の避難行動について確認しておきましょう!!
災害の危険が迫って避難が必要になった場合に、その状況の深刻度によって３段階の避難に関する情報が出

されます。町では、避難情報を防災行政無線やあんしんメールなどさまざまな手段を通じて町民の方へ周知し
ます。避難情報が出たら、速やかに各情報に応じて避難行動をとるようにしましょう。

また、ご近所や周囲の方と声をかけあい、常に情報を入手できる方法を確保して、逃げ遅れることのないよ
う注意しましょう。避難する場合には周囲の安全を確認することも忘れずに。

①避難準備（要援護者避難）情報 ②避　難　勧　告 ③避　難　指　示

・人的被害の発生する危険性が　　
高まった状況。
・避難するのに時間がかかる高齢者
などの要援護者やその支援者は避
難を始める。

・通常の避難行動ができる人は、家
族との連絡、非常持出品の用意な
ど避難準備を始める。

・人的被害の発生する危険性が明ら
かに高まった状況。

・通常の避難行動ができる人が自発
的な避難を始める段階。

・近所の方などと情報を共有し、早
めの避難行動を心がけるようにし
ましょう。

・人的被害の発生する危険性が非常
に高まった状況、あるいはすでに
人的被害が発生した状況。

・避難中の人は、速やかに避難を完
了するようにする。

・まだ避難していない住民は直ちに
安全な場所に避難する。

POINT!!

⇨ ⇨

９月４日、町内全域で防災訓練が行われ、町は山北中
学校の体育館を使用し、向原連合自治会と合同で防災訓
練を実施しました。

当日は天候が不安定だったため、屋外で行う予定だっ
た訓練を一部中止し、屋内での訓練実施となりました。 

当日向原地区からは517名の方が訓練に参加し、間仕
切り体験、簡易搬送訓練、煙体験や仮設トイレ体験、Ｎ
ＴＴによる伝言ダイヤル１１７体験などの訓練をおこな
いました。

また、今年も山北中学校の生徒も訓練に参加し、地域
の一員として有事の際に行動ができるよう、真剣に取り

組んでいました。
災害はいつどこで起こるかわかりま

せん。いざというときに備えて、日ごろ
から訓練を行ったり、非常持出品などを
用意したりしておきましょう。 

なお、今年度の町内全域の訓練参加者
は2,903人でした。
※避難所や危険箇所を記載した防災マッ

プを、町ホームページに掲載していま
すので、ご活用ください。
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はじめまして。我
が家は主人、私、３
歳の息子瞬、２か月
の娘咲夏の４人家族
です。山北に越して
きて２年半になりま
す。今まで山北には
来たことがなく、初
めは不安だったここ
での生活も、今では
同世代の子を持つお
母さんたちと仲良く
させてもらい、毎日

楽しく過ごしています。
息子の瞬はお兄ちゃんになり、最初は少し赤ちゃん

返りしている部分もありましたが、妹のいる生活にも
少しずつ慣れてきたようで、「え～みちゃん！お～は
ようっ！」「ママー！えみちゃんミルクでちゃってる
よ！」など妹にも興味を持つようになってきました。
時々、自分一人で持ち上げて抱っこしようとしたり、
ハラハラする面も多々ありますが・・・。

そんな瞬は２歳になったころから電車（特に新幹
線）が大好きで、休みの日にはパパと電車を見に行っ
たり、家の中もプラレールだらけ。１人で頑張って線
路を作ったりしているので、「ママと一緒につくる？」
と言っても「今しゅんちゃんやってるからね。ママは
あっち行って」と言葉も一丁前です。

娘はまだまだ小さいですが、あと１年もしたら２人
で遊ぶようになるのかなぁと想像するととても楽しみ
です。時にはケンカし、時には助け合いながら、２人
にはこれからも自然いっぱいの山北で周りに支えられ
ながら、のびのびとスクスク元気に思いやりのある子
に育ってほしいと願っています。

　　　　　　　　（お話は、お母さんの香子さん）

鶴野南山本さんご家族
お父さん　山本　真一さん

お母さん　　　　香子さん

　　　　　　　　 瞬
しゅん

 くん　  3歳
　　　　　　　　咲

え み か

夏ちゃん　2か月

町の人

文化財保護委員は８名で活動しています。年間４
回ほど委員会を開催し、文化財の保護や活用につい
て調査研究をしています。

また、文化財保護委員は、地方史研究会の編集委
員も兼ねているため、山北町内を主として、足柄平野
の歴史や文化を内容とする機関誌『足柄乃文化』の編
集をし、毎年１回発行しています。

今年２月に県立博物館の特別展「石展」に展示さ
れた、山北中学校出土の「板

い た び
碑※1」は、鎌倉時代の

山北を知る大変貴重な文化財です。山北の「板碑」は、
秩父産の青石に、鎌倉時代の年号が刻まれていて、
関東では最も西で発見された「武蔵型板碑」として
注目されています。

生涯学習センターにお出かけの節は、同時に出土
した多数の蔵

ぞ う こ っ き
骨器※2とともに展示してありますので、

河村郷から活躍した鎌倉武士の足跡を展示ホールで
ご覧ください。

山北町には、自然や歴史・民俗に関する豊富な文
化財があります。町民の方に文化財について関心を
持ってもらえるよう話題を提供していきたいと思い
ます。

また、『足柄乃文化』は、今後も継続して発行でき
るよう努めていきたいと思います。

茂木哲夫さんは、平成19年度から山北町文化財保護
委員として町の文化財の保護・調査・研究などにご尽力
され、平成23年度からは委員長を務められています。
今回は、茂木さんにお話を伺いました。

茂木　哲夫さん
（山北町文化財保護委員会委員長）

化財保護委員ではどのような
活動をされていますか。文

すすめの文化財がありましたら
紹介してください。お

後どのような活動に力を入れて
いきたいと考えていますか。今

※1 板碑…供養のために阿
あ み だ に ょ ら い

弥陀如来などの梵
ぼ ん じ

字を表面に刻した板状の石碑のこと。
※2 蔵骨器…火葬した遺骨を納めるための容器のこと。
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住みよいまちづくりは地域から
町内９会場で座談会「町長と語ろうまちづくり」を開催します

町と広報委員会（連合自治会、
自治会、婦人会）では、地域の
課題やその解決の方向を共に探
る意見交換の場として、座談会

「町長と語ろうまちづくり」を町内
９会場で開催します。（本年度よ
り岸地区は高齢者いきいきセン
ターの１会場となります。）

昨年も多くの方の参加があり、
活発な意見交換が行われました
が、比較的若い世代や女性の方
の参加が少なかったようです。他
の人の発言や考え方を聞くだけ
でもまちづくりにつながりますの
で都合の良い会場に参加しましょ
う。事前の申し込みは必要あり
ません。

【問合せ】企画政策課企画班
　　　　  （電話）７５－３６５１

｢野焼き｣ とは、一般家庭や事業所から出るゴミを屋外
で燃やす行為のことを言います。

野焼き行為は、火災の危険性があるだけでなく、 プラス
チック系のものを焼却するときに発生するダイオキシン
類と呼ばれる化学物質が、煙となって人体に大きな影響
を及ぼしたり、空気を汚す原因になったりします。また、
大量の黒煙や臭いが発生し、近隣の方々の迷惑にもなり
ます。

現在、野焼き行為は ｢廃棄物の処理及び清掃に関する
法律｣、｢神奈川県生活環境保全などに関する条例｣ で原
則禁止されており、違反すると５年以下の懲役もしくは
１, ０００万円以下の罰金（法人は１億円以下）と重い罰
則が課せられることがあります。

ただし、右記のものについては例外として認められています。

しかし、例外として認められている焼却行為であって
も、むやみに焼却してよいというわけではなく、周辺の
生活環境を阻害する場合には焼却できません。

野焼きについての知識を正しく理解して、ごみを安易
に焼却せずに適切な方法で処理をするようにしましょう。

【問合せ】環境課生活環境班　（電話）７５－３６５６

野焼きとは

野焼き行為は危険です

野焼きは違法行為

正しく理解しましょう！
　　　　　　　野焼きについての知識

例外として認められている燃焼行為など
○キャンプファイヤーやバーベキューなどの通常行わ
　れる燃焼行為であって軽微なもの
○どんど焼きなどの地域的慣習による催し
○宗教上の儀式行事に伴う燃焼行為
○自らが農業や林業を営むためにやむを得ないとし 
　て行なわれる焼却行為など

№ 月　日 時　間 地　区 会　場 備　　考

1 10月21日
（金） 19:00 ～ 山北地区 第2児童館 第1ブロック（平山地区を除く）

2 10月25日
（火） 19:00 ～ 清水地区 清水ふれあい

センター 清水地区

3 10月28日
（金） 19:00 ～ 岸 地 区 高齢者いきいき

センター
越地・宿・班目・南原・湯坂
原耕地

4 11月10日
（木） 19:00 ～ 三保地区 三保支所２階 三保地区

5 11月16日
（水） 19:00 ～ 共和地区 共和のもり

センター 共和地区

6 11月17日
（木） 19:00 ～ 向原地区 下本村コミュニ

ティセンター
上本村・下本村・本村東・村雨
前耕地・水上

7 11月24日
（木） 19:00 ～ 向原地区 向原児童館 尺里西・尺里中

尺里東・高松・山下

8 11月25日
（金） 19:00 ～ 山北地区 平山集会所 平山地区

9 11月30日
（水） 19:00 ～ 山北地区 生涯学習

センター
第2ブロック
第3ブロック

平成２８年度　座談会「町長と語ろうまちづくり」日程表
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第55号

人形劇サークル汽車ポッポは結成２６年目、町内在住の６人組で活動しています。
今年も皆さんに楽しいおはなしをお届けします。

★日　時　１０月２１日（金）
　１回目　　９：３０～

　２回目 　１０：３０～

★内　容
　人形劇　

　　『ぽんたのじどうはんばいき』

　ミュージックシアター

　　『山の音楽家』

　パネルシアター　

　　『ねずみのすもう』

★場　所　多目的ホール

人
形劇公演

汽車ポッポ 

入場自由・無料
どなたでもご覧
いただけます

心の豊かさは学びから

あなたも生涯学習活動に参加してみませんか

足柄上郡山北町山北

生涯学習センター通信 №31生涯学習センター通信 №31

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
通
信
10
月
号

塩
分
に
つ
い
て
何
か
気
を
付
け
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
塩
分
摂
取
状

況
は
年
代
・
性
別
な
ど
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
足
柄
上
地
域
で
は
、

平
成
27
年
度
に
食
塩
摂
取
の
傾
向
を
把

握
す
る
た
め
に
「
食
事
の
傾
向
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」を
行
い
ま
し
た
。

足
柄
上
地
域
の
20
代
以
上
の
住
民
を

対
象
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
塩
分
を
含

む
食
品
に
つ
い
て
の
13
項
目
の
質
問
に

対
す
る
回
答
を
点
数
化
し
、
点
数
に

よ
っ
て
次
の
よ
う
に
評
価
し
ま
し
た
。

１
市
５
町
で
平
均
点
を
比
較
す
る

と
、次
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

山
北
町
は
２
番
目
に
平
均
点
が
高

く
、
他
市
町
と
比
較
し
て
食
塩
摂
取
が

多
い
傾
向
で
す
。

山
北
町
の
結
果
か
ら
性
別
・
年
代
ご

と
に
気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　
　
　
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

75
ー
０
８
２
２

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

10
月
19
日
（
水
） 「
ひ
の
き
」風
呂

10
月
26
日
（
水
）
風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、
当

日
利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ
れ
た

方
全
員
に
、
次
回
平
日
ご
利
用
割

引
券
を
差
し
上
げ

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町

H
P
な
ど
を
ご

覧
く
だ
さ
い

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

山
北
町
の
塩
分
摂
取
、多
い
？
少
な
い
？

食
事
の
傾
向
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
は
？

山
北
町
は
２
番
目
?!

高
い
の
は
わ
か
っ
た
け
ど
…

何
に
気
を
付
け
た
ら
い
い
？

１位 南足柄 １３．９点

２位 山　北 １３．０点

６位 松　田 １２．５点

３位
中　井
大　井
開　成

１２．８点

○
20
～
50
代
男
性

 

麺
類
の
汁
は
残
し
ま
し
ょ
う

麺
自
体
に
も
塩
分
は
含
ま
れ
る
の
で
汁

は
で
き
る
限
り
残
し
ま
し
ょ
う
。

○
20
～
50
代
女
性

 

汁
物
は
１
日
１
杯
が
理
想
で
す

女
性
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
具
だ
く
さ
ん
に
し
た
り
、
だ
し
を

活
用
す
る
と
よ
り
良
い
で
す
。

○
60
代
以
上
男
性

 

調
味
料
は
ほ
ど
ほ
ど
に

卓
上
に
置
い
て
あ
る
し
ょ
う
ゆ
や
ソ
ー

ス
に
よ
く
手
が
の
び
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
濃
い
味
に
慣
れ
て
い

る
証
拠
で
、
要
注
意
で
す
。

○
60
代
以
上
女
性

 

漬
物
は
１
日
１
回

食
卓
に
は
欠
か
せ
な
い
お
漬
物
で
す
が
、

１
日
１
回
の
楽
し
み
と
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
だ
け
に
限
ら
ず
、
意
識
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
実
行
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

１
日
の
食
塩
摂
取
目
標
は

男
性
８
ｇ
未
満
、
女
性
７
ｇ
未
満

ラーメン
（汁含む）
６～８ｇ

味噌汁
１杯
１．５ｇ

しょうゆ
大さじ1
2．６ｇ

きゅうりぬか漬け
５切れ
１．６ｇ

食品に含まれる塩分量

～合計点数の評価～
0 ～ 8点　　少ない
9 ～ 13点　　平均

14 ～ 19点　　多い
2 0 点 以 上　　かなり多い
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

町内の災害等出動状況
火災 0件 救急 ７６件 救助 ２件

8月1日から8月30日まで（小田原市消防本部）

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

か ほ

か ん た

か な た

上本村　岩　本　夏　歩（女）　正　樹・美　奈

越　地　清　水　敢　太（男）　裕　介・由　梨

　〃　　髙見沢　奏　汰（男）　達　也・美　佐

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

※今回の掲載分は、平成２８年８月１６日から平成２８年９月１５日までに受付したものです。
　なお、希望された場合のみ掲載しています。

田　中　　⺽　井　　　功（男）８０歳　本　人

村　雨　　須　﨑　勇　治（男）８３歳　　〃

山　下　　佐　藤　早　苗（男）８５歳　　〃

共和西　　瀬　戸　禮　子（女）８７歳　　〃

湯　坂　　渡　辺　フミ子（女）９１歳　正　一

共和東　　和　田　純　子（女）１０１歳　重　良

谷　ケ　　平　間　貞　子（女）８９歳　孝　行　
山北　 181mm（158mm）
三保　 209mm（212mm）

山北　29.3℃（26.8℃）
三保　25.8℃（25.8℃）

※（　）内は平成27年の数値

（　）内は前月比
男
女
計

５，332人
５，601人
１0，933人

（－13人）
（－18人）
（－31人）

世帯数　４，２46世帯（－ 8世帯）

昨年のやまきた健康スポーツ大会の様子

生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、
　①照明は使用時以外こまめに切る。
　②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

限られた資源を
大切にしましょう

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
通
信
10
月
号

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行 事事

予予 定定

日

2
9
16
23
30

月

3
10
17
24
31

火

4
11
18
25

水

5
12
19
26

木

6
13
20
27

金

7
14
21
28

土
1
8
15
22
29

10 月
日

6
13
20
27

月

7
14
21
28

火
1
8
15
22
29

水
2
9
16
23
30

木
3
10
17
24

金
4
11
18
25

土
5
12
19
26

11 月

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　 は休館日、    　   は祝日。
注１：11月4日(金)は生涯学習センターの休館日ですが、町民文化祭展示発表会は開催します。

休 館 日

注1

～環境にやさしいまちづくりを目指して～

振
り
向
け
ば
そ
よ
り
追
越
す
秋
の
雲　
　
　

関　
　
　

幸　

子

　

異
常
気
象
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
朝
夕
は
何
と
な
く
秋
の
気

配
。「
そ
よ
り
」
の
こ
と
ば
が
、
そ
の
か
す
か
な
季
節
の
移
ろ

い
を
感
じ
た
作
者
の
中
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
と
し
て
、
読
む

人
た
ち
に
確
か
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

も
う
少
し
た
っ
た
ら
、
は
っ
き
り
と
訪
れ
る
こ
と
を
作
者

も
、
読
み
手
も
共
有
で
き
る
。
移
ろ
う
ひ
と
こ
ま
を
上
手
に
と

ら
え
ら
れ
た
句
と
思
う
。　　
　
　
　
　
　
（
中
山
妙
子　

記
）

砂
浜
の
人
影
見
え
る
晩
夏
光　
　
　
　
　
　

吉　

田　

誠　

次

新
涼
や
蛍
光
色
の
ス
ニ
ー
カ
ー　
　
　
　
　

石　

田　

加
津
子

ペ
ン
先
の
方
向
変
わ
る
立
秋　
　
　
　
　
　

瀬　

戸　

余
音
子

な
め
ら
か
な
箸
の
運
び
や
今
朝
の
秋　
　
　

竹　

下　

由
里
子

お
日
さ
ま
は
痛
い
と
幼
児
か
き
氷　
　
　
　

小　

塚　

英　

子

夏
菊
の
花
瓶
に
差
し
て
逞
し
く　
　
　
　
　

柳　

川　

楊　

雨

天
守
閣
混
み
て
八
月
十
五
日　
　
　
　
　
　

古　

瀬　

房　

江

黄
昏
て
糸
と
な
り
た
る
蝉
の
声　
　
　
　
　

髙　

瀬　

益　

子

無
限
大
少
年
伸
び
る
秋
高
し　
　
　
　
　
　

瀬　

戸　

恵
津
子

稲
妻
や
一
瞬
に
し
て
他
所
の
家　
　
　
　
　

和　

田　

恵
美
子

稲
光
り
走
り
に
奔
る
三
輪
車　
　
　
　
　
　

尾　

崎　

幸　

子

等
高
線
の
こ
ま
や
か
な
襞
霧
の
湧
く　
　
　

稲　

葉　

末　

江

遠
目
し
て
記
憶
の
中
の
彼
岸
花　
　
　
　
　

湯　

川　

ゆ
う
じ

目
高
見
る
私
の
日
課
朝
が
来
る　
　
　
　
　

武　

尾　

て
る
子

茶
箱
の
中
に
過
ぎ
し
日
つ
ま
る
夜
の
秋　
　

露　

木　

一　

江

門
灯
に
ゆ
く
先
迷
う
無
縁
仏　
　
　
　
　
　

髙　

橋　

秋　

月

狂
文
の
ま
じ
る
手
紙
や
秋
暑
し　
　
　
　
　

金　

子　

和　

夫

赤
い
靴
に
か
し
づ
い
て
い
る
稲
雀　
　
　
　

中　

山　

妙　

子
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　町内の小学校から１１人による８点、中学校から１５人
による１３点の色とりどりで工夫を凝らした統計グラフ作品
の応募があり、９月５日に町統計グラフコンクールの審査
会が行われました。
　厳正な審査の結果、５部門で９点の素晴らしい作品が
入選しました。入選した作品は、神奈川県統計グラフコン
クールに出品されます。
　なお、入選者は次のとおりです。   （敬称略）

第１部（小学校１・２年生） ○「
あ
さ
が
お
い
っ
ぱ
い
さ
い
た
よ
」

　
　
　
　
　
　（
川
村
小
１
年
）　
紙
井
　
勇
二
朗

○「
２
年
生
す
き
な
も
の
し
ら
べ
大
さ
く
せ
ん
!!
」

　
　
　
　
　
　（
川
村
小
２
年
）　
中
戸
川
　
璃
胡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
川
　
璃
亜
愛

「
あ
さ
が
お
い
っ
ぱ
い
さ
い
た
よ
」

　
紙
井
　
勇
二
朗
（
川
村
小
１
年
）

第２部（小学校３・４年生） ○「
キ
ノ
コ
食
べ
て
る
？
」

　
　
　
　
　
　
　（
川
村
小
３
年
）　
中
路
　
宙
良

○「
飛
べ
!!
ゴ
ム
動
力
飛
行
機
」

　
　
　
　
　
　
　（
川
村
小
４
年
）　
池
谷
　
春
奈

「
キ
ノ
コ
食
べ
て
る
？
」

　
中
路
　
宙
良
（
川
村
小
３
年
）

第４部（中学生）
○「
導
入
な
る
か
？
小
中
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」

　
　
　
　
　
　
　（
山
北
中
１
年
）　
瀬
戸
　
さ
や
か

○「
僕
た
ち
私
た
ち
の
防
災
測
報
！

　
　
　
　
　
　
〜
高
め
よ
う
　
地
震
災
害
へ
の
防
災
意
識
〜
」

　
　
　
　
　
　
　（
山
北
中
１
年
）　
紙
井
　
勝
太
郎

「
導
入
な
る
か
？
小
中
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」

　
瀬
戸
　
さ
や
か
（
山
北
中
１
年
）

第３部（小学校５・６年生） ○「
18
才
選
挙
権
〜
行
く
の
？
行
っ
た
の
？
〜
」

　
　
　
　
　
　
　（
川
村
小
５
年
）　
府
川
　
芽
生

「
18
才
選
挙
権
〜
行
く
の
？
行
っ
た
の
？
〜
」

　
府
川
　
芽
生
（
川
村
小
５
年
）

パソコンの部（中学生） ○「
ラ
ー
メ
ン
の
ゆ
う
わ
く
」

　
　
　
　
　
　
　（
山
北
中
２
年
）　
小
林
　
彩
乃

○「
見
て
納
得
！
先
進
工
業
国
と

　
　
　
　
　
　
　
　
発
展
途
上
国
の
人
口
推
移
」

　
　
　
　
　
　
　（
山
北
中
３
年
）　
髙
橋
　
美
晴

「
ラ
ー
メ
ン
の
ゆ
う
わ
く
」

　
小
林
　
彩
乃
（
山
北
中
２
年
）

町町
統  計統  計

入選作品
９点

第３６回グラフ
　コンクール

　今月号の表紙は、川村小学校で
行われた避難訓練の様子です。
　いつ起こるか分からない災害時
に備え、真剣に避難訓練に取り組
む児童たちの表情がとても印象的
でした。

今月の 表 紙 「避難訓練」


